






要約:無症候性血尿の長期予後は不明で、適切な運動指導・生活管理も確立されていない。

このため、本症に対する運動負荷の影響ならびに長期予後を検討することにし、まず患者

分析と血尿のタイプを検討した。対象患者は 371 例(男児 180,女児 191)で、家族内発症(両

親または同胞)は 25.1%であった。血尿発見時年齢のピークは 6～8 歳であった。血尿発見

のきっかけは集団検尿が 45.0%で最も多く、肉眼的血尿 22.4%の順であった。血尿のタイ

プはⅡ型が 48.2%で最も多く、ついでⅢ型(21.0%)であった。


